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＜連絡事項＞
　特記事項無し

＜入室状況＞
・藤井　崇史様　　東A13号室　→　東A15号室
・長谷川　陽一様　東B3号室　 →　東A13号室
・藤井　孝蔵様　　東C5号室　 →　東B2号室
・河村　和寛様　　東B2号室　 →　東B3号室

＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～安ヶ平Drより不眠時トリアゾラム10回分処方となる。

・石田　利雄様～家族付き添いにて八戸西病院受診している。持参薬は無し。次回受診は5/27の予定。

・河村　和寛様～本日朝より全身振戦があると訴えあり。金Ｄｒ報告し、来棟し診察。コントミンの副作用の可能性ある為、本日夕よりコントミン中止の指示あり。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前の開放中に入浴行っている。入浴後より他室侵入や他者の私物弄りあり、早めに開放観察終了している。入室中の危険行為や不穏さは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。深夜帯にて血液付着のあるティッシュが自室内にあることを確認している。日中敷布団に血液付着、マットレスの上に大量に出血痕と一部コアグラ様の物あり。受傷部位確認に「右腕のかさぶた取った」と話している。両手指先と右前腕に血液をふき取ったような跡あり。11:45苛々感訴えレボトミン(25)1A筋注施行している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・木村　美智子様～バイタルサイン異常や酸素飽和度低下無し。瞬きしているが、常に開口しており目は虚ろな状態。四肢脱力、四肢浮腫持続。

・三浦　常雄様～バイタルサイン異常や酸素飽和度低下無し。多動さあり見守り・介入要している。点滴トラブルは無く経過。

・大石　イト様～車椅子乗車しホールにて経過。車椅子からの立ち上がりや徘徊は無い。やや依存的な言動あり。帰宅要求や不穏さはない。

・石橋　公美子様～自室にて過ごしている。不安感訴えや過緊張状態なく落ち着いている。

・河村　和寛様～自室にて臥床しながらスマホを弄っている。指示の点滴は拒否無く応じている。希死的発言なく穏やか。

＜田名部Dr.患者様審査情報＞
・袴田　将志様～主治医より多飲水とならないようにと注意を受けている。本人様より”退院したら神奈川に行って、神奈川工科大学(出身校)の修士課程に行きたい”と訴えがあり、主治医より”まずはBユニットへ行き、徐々に退院へ向けて進めていく”との説明を受けている。臨時薬処方変更無し。

・小澤　和子様～臨時薬処方変更無し。

・立花　圭様～臨時薬処方変更無し。

・赤石　陽介様～主治医田名部Dr.より退院に向けて母様との面談を調整するように指示があり、母様・本人様・田名部Dr.による面談調整を行う事としている。臨時薬ビペリデン1→2mgへ増量、1×朝→2×朝夕へ用法変更となる。

・小西　哉子様～臨時薬クエチアピン中止、アリピプラゾール12→24mgへ増量、他同内容で処方となる。

・袴田　隆裕様～幻聴は減少してきたとの訴えあり、不安感も現在は消失していると話されている。4/2(土)家族様迎えにて外出したいとの要請があり、主治医田名部Dr.は承諾をされている。病棟スタッフが本人様と外出時間を話し合い決定した後、外出申請を出す事としている。臨時薬処方変更無し。

・久慈　昭様～妻様より患者様が入院前に腰痛から整形外科受診しており、腰痛は年齢
相応のものと言われていたとの情報を受けている。3/30(火)に施行した
Xpにおいても骨折所見は無いが、骨密度が低下している可能性がある
との事。持参薬一部処方変更にて当院処方へ切り替え、臨時薬処方変更
無し。

・川口　康晴様～主治医田名部Dr.よりARP終了し退院した後にはレグテクト錠を処方する予定であると説明を受けている。臨時薬処方変更無し。

・若沢　理子様～主治医診察時、終始穏やかな表情・口調。自身の頬部に貼付していた”ヤマザキ春のパン祭り”のシールを「これあげます」と言って、主治医の白衣に貼っている。幻聴は持続していると話され、今現在も「みんなの声が聴こえる」と話している。診察終了時には田名部Dr.に「握手して下さい」と握手を求める一場面もある。

・的場　舞様～診察中、終始不機嫌な様子あり、主治医からの問い掛けに「常に苛々し
てますけど」と語気を強めて離されている。IFオーダーに疼痛時追
加、ロキソプロフェン処方となる。

＜皮膚科診察情報＞
・澤口　利香様～両前腕の発赤・落屑にアズノール塗布、両前腕小硬結、表皮剥離あり、ゲンタマイシン+ガーゼの指示。

・小笠原　久年様～同前処置。

・若沢　理子様～同前処置。

・赤石　陽介様～左踵　乾燥・過角化、落屑あり、アズノール塗布の指示。

・沼畑　勲様～同前処置。

・木村　美智子様～同前処置。

・駒木　洋士様～膿汁排泄あり。同処置継続。皮膚科診察後、軟膏塗布・ガーゼ保護実施している。

・前田　忠弘様～水泡はびらん・痂皮となってきている。ゲンタマイシン+包帯保護の指示あるが、包帯は異食の可能性が高い事報告し、シャツで対応可の指示あり。処置継続の指示。

・馬場　信子様～同前処置。

・水梨　孝純様～両足踵過角化。右踵部の皮弁切除している。同処置継続。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和3年4月1日　
　氏　　名：関原　紗奈恵(せきはら　さなえ)様
　生年月日：昭和58年11月10日　37歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主治医　：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

＜経過＞
  当院1回の入院治療歴あり(前回H28.4.23～H28.5.5)
　当院退院後は定期的な外来受診継続、R3.2月より訪問看護五福を利用していた。
　R3.4.1 14:30本人より入電あり。本日訪問看護の訪問があったが訪看が帰った直後
から苛々するとのこと。朝と昼の2回頓服を服用したが、苛々感は改善なく入院希望あ
り急遽受診となる。症状改善目的にて、R3.4.1　16:05東病棟Bユニットへ任意入院と
[bookmark: _GoBack]なる。


